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原告ら第18準備書面の口頭説明
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これまでの主張・反論との関係

３１１子ども甲状腺がん損害賠償請求訴訟

訴状 第3章・第4章 原告ら第2準備書面 第1・3項

答弁書 第2・２項⑶ 被告準備書面⑵

原告ら第9準備書面 原告ら第10準備書面

第2 事故による被ばく線量の程度
第3 被ばくと甲状腺がんの一般的関連性

第4 甲状腺がん確認件数と
甲状腺がんの増加との関係

被告準備書面⑷ 第2（第9準備書面への反論）・第3（第10準備書面への反論）

原告ら第17準備書面 原告ら第18準備書面

第2・1項 第2・2項

追って反論 追って反論

第3・1項、2項、3項 第3・4項

事故による被ばく量は少ない？
低線量ではリスクがない？
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事故後多発説か？
スクリーニング効果説か？



②ⅰ多検出の原因に関する問題であること

311子ども甲状腺がん損害賠償請求訴訟

原告第15準備書面より
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３１１子ども甲状腺がん損害賠償請求訴訟

【事故後の小児甲状腺がんの多検出を説明する反対仮説】

小児においても潜在がんが高い割合で存在しており、福島県県民健康調査に
おいて検出されている甲状腺がんの多数は、もともとあった潜在がんが精密な
調査によって見つかっているだけである（被ばく由来ではない）という主張。

ア 小児甲状腺がんは、発生率が非常に低い病気
イ 原因として第一に疑われるのは放射線被ばくへの曝露
であり、事故後多発説が妥当であることを主張（原告ら第15準備書面 3項参照）。
これを覆すには、被告において、反対仮説の根拠を示さなければならない。
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多検出の原因＝事故後多発説（原告ら）

被告

原告ら

被告準備書面⑷で指摘される調査・研究等は、いずれも、小児・
若年者に潜在がんがあることを裏付けるものではない。



② 柴田義貞教授らの調査

第18準備書面の概要と説明のポイント
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第１ スクリーニング効果についての再反論

１ 潜在がんについて

⑷ 甲状腺がんの自然史に関する近時の知見

第２ 過剰診断論についての再反論

２ 柴田義貞教授らの調査（甲全152の1及び2、甲全171）について

⑵ 柴田教授らの調査結果に反する主張であること

⑶ 柴田教授らの調査結果と整合する他の研究報告について

第３ チェルノブイリ原発事故後の甲状腺がんについての再反論

① 高野医師の見解

③ Demidchikらの研究報告



４ 争点についてどのように主張する予定か

6

高野医師の見解
反対仮説の根拠として不合理である



被告の主張とその根拠

３１１子ども甲状腺がん損害賠償請求訴訟 7

被告
主張：本件における小児甲状腺がんの多検出は、幼少期に発生していた潜

在がんを検査によって見つけたもの。
根拠：高野徹医師「甲状腺癌の自然史と過剰診断発生のメカニズム」

乙全99・22頁「要旨」



高野氏の見解は全く定説ではないこと
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乙全99・23頁左段

原告ら
高野氏自身が、その見解について、従来の説明と異なるものであることを認め
ている。全く定説とはいえない。仮説を提示したというレベルのもの。

原告ら第18準備書面 第1・1項⑷



被告の主張はトートロジーであること
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県民健康調査による多検出が
「放射線被ばくに起因していない」ことを前提

そうだとすれば、「甲状腺がんの多くは
幼少期に発生する」はずだと結論

「甲状腺がんの多くは幼少期に
発生する」こと（高野説）を根拠

県民健康調査による多検出が
「放射線被ばくに起因していない」と結論

循環論法（トートロジー）である

乙全99・22頁左段

高野説 被告



４ 争点についてどのように主張する予定か
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柴田義貞教授らの調査
スクリーニング効果では説明できない



柴田義貞教授らの調査
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甲全152の2・2頁



柴田義貞教授らの調査
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柴田論文（甲全152の2） 2頁表を部分的に抜粋・拡大したもの

事故発生（1986年4月26日）以降に生まれた
子どもからは、ほとんど甲状腺がんが発見されていない

スクリーニング効果説が正しいなら、事故発生以降に生まれた子どもからも発見されるはず



柴田義貞教授らの調査
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事故発生（1986年4月26日）前に生まれた
子どもからは、甲状腺がんが発見されている

柴田論文（甲全152の2） 2頁表を部分的に抜粋・拡大したもの

スクリーニング効果説が正しいなら、事故発生以降に生まれた子どもからも発見されるはず



被告の主張
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単純に比較できることを前提として、「当てはめると、その結果が1を下回ること
は十分にありうる」（1人ではなく、0人になる可能性もある）と主張。
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被告

柴田氏らの調査 8～9歳 1460人 10～13歳 8012人

県民健康調査 5～9歳 0.0～0.3人/1万人 10～14歳 1.1～2.2人/1万人

被告の主張は、年齢による交絡で説明できる、というものと考えられる。

交絡：調べようとする因子（被ばく）以外の因子（たとえば年齢）で、
病気（甲状腺がん）の発生に影響を与えるものを交絡因子という。



年齢による交絡は考慮済みであること
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原告ら
しかし、柴田教授らの調査は、年齢が交絡因子になることも想定して適切な調
整・分析を行っている（ロジスティック回帰分析）。

原告ら第18準備書面 第1・2項⑵、甲全152の2・3頁
ロジスティック回帰分析：疾患のリスクファクタを分析するために用いられ
る統計学上の多変量解析（用語集・略語表より）。



柴田義貞教授 甲全171
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柴田教授は、（事故後である）1987年
以降に生まれた子どもには放射性ヨウ素
への被ばくがないことから、それらの子ども
における甲状腺がんのリスクは、事故以
前と同様の状態になると予測。

その予測を裏付けるのが左の図3。

原告ら第18準備書面 第1・2項⑵、甲全171・1005頁



柴田義貞教授 甲全171
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原告ら第18準備書面 第1・2項⑵、甲全171・1005頁

検査時に0～14歳の数

十
万
人
当
た
り
の
発
生
数

事故時に生まれていた（被ば
くした）子どもがいるために、
発生数が増加。

0～14歳の全員が、事故後に生ま
れた子どもになると、低水準に戻る
（発生はほとんど0）。

事故後に生まれた子ど
もの割合が増えるため、
次第に発生数が減少。

スクリーニング効果説が正しいなら、事故後に生まれた
子どもでも、一定数（一定割合で）発生するはず。



柴田義貞教授 甲全171
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原告ら第18準備書面 第1・2項⑵、甲全171・1005頁

検査時に15～19歳の数

十
万
人
当
た
り
の
発
生
数

0～14歳のピークから遅れて、
急激な増加が見られる。
↓
被ばく時に幼児だった層の発
生数が多い。

事故後に生まれた子ど
もの割合が増えるため、
次第に発生数が減少。

15～19歳の全員が、事故後
に生まれた子どもになる時期。

スクリーニング効果説が正しいなら、事故後に生まれた
子どもでも、一定数（一定割合で）発生するはず。



柴田義貞教授 甲全171
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原告ら第18準備書面 第1・2項⑵、甲全171・1005頁

検査時に20～24歳の数

十
万
人
当
た
り
の
発
生
数

さらに、15～19歳のピークか
ら遅れてなお増加している。
↓

被ばく時に幼児だった層の発
生数が多い。

スクリーニング効果説が正しいなら、事故後に生まれた
子どもでも、一定数（一定割合で）発生するはず。



４ 争点についてどのように主張する予定か
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Demidchikらの研究報告
スクリーニング効果では説明できない
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原告ら第18準備書面 第1・2項⑶、甲全209の2・753頁 表2

＝ゴメリ

笹川の研究

Demidchikらの研究報告 甲全209の1、2
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原告ら第18準備書面 第1・2項⑶、甲全209の2・753頁 表2

事故時に生まれていた（被ばくした）
子どもがいるために、発生数が多い。

ベラルーシにおける検診プログラム

Demidchikらの研究報告 甲全209の1、2
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Demidchikらの研究報告 甲全209の1、2

原告ら第18準備書面 第1・2項⑶、甲全209の2・753頁 表2ベラルーシにおける検診プログラム

全員が、事故後に生まれた子どもになったため、
約2万5000人調べても発生数は0人。

スクリーニング効果説が正しいなら、事故後に生まれた
子どもでも、一定数（一定割合で）発生するはず。

＝ゴメリ


